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情報モラル教育に向けて
今日、コンピュータは人々の生活の様々な場面で活用されています。
こうした中、児童生徒が情報社会での行動に責任をもつとともに、情報を正しく

安全に利用できるようにするため、情報モラル教育は非常に重要です。
本研修では、情報モラル教育の基本的な考え方や指導内容について確認します。

■ 学習指導要領における情報モラル教育の位置付け

情報モラル教育の充実に向けた取組

情報モラル教育の充実に向けた参考資料

学習指導要領には、情報活用能力
（情報モラルを含む。）を、言語能
力と同様に「学習の基盤となる資
質・能力」と位置付けられています。

学校においては、児童生徒の発達
の段階を踏まえ、系統的な情報モラ
ル教育に取り組むことが求められて
います。

情報モラルは、「学習の基盤となる資質・能力」である情報活用能力に含まれるものであり、
各学校においては教科等横断的な視点に立った情報モラルの育成が大切です。
情報モラル教育の必要性、目標、内容を確認した上で、例えば、次の４つのステップで情報モ

ラル教育を進めることが考えられます。
Step１ 子どもたちの実態の把握や整理

「教師の観察」や「アンケート結果」などから児童生徒の実態を把握する。
Step２ 年間指導計画の作成

児童生徒の実態を踏まえ、年間指導計画の作成や見直を行う。
Step３ 指導方法の検討

授業や様々な場面での具体的な指導方法を検討する。
Step４ 指導と評価

実際に指導を行い、その結果を今後の指導に生かす。

指導資料、啓発資料
（北海道教育委員会）

ネット対応マニュアル
（北海道教育委員会）

情報モラル教育の指導資料
等は、研修映像の中で紹介
しています。

※参考：令和２年６月「教育の情報化に関する手引（追補版）」（文部科学省）より
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